
（呼吸器内科・アレルギー内科）

１．概　　要
　当科は、９名の専任スタッフ（鈴木呼吸器内科第１部長［外来治療センター部長兼任］、権田呼吸器
内科第２部長［感染症管理センター部長兼任］、竹山副部長、菅沼副部長、真下副部長、安藤医師、福
井医師、安井医師、三竹医師）で入院・外来患者の診療を担当している。日本呼吸器学会、日本アレル
ギー学会、日本呼吸器内視鏡学会の教育認定施設として登録され専門医の育成に努めている。地域がん
診療連携拠点病院として東三河地区での代表として活動している。鈴木部長は ASCO のアクティブメ
ンバー、日本がん治療認定機構の暫定指導医であり、オンコロジー領域での専門家の育成に努めている。
基本コンセプトとして、患者のQOL や満足度を重視して、個々の患者に応じた適切な治療を実施して
いる。私たちスタッフは、それぞれが関連学会の専門医・指導医の資格を持ち認定施設として後輩の指
導・育成に当たるのはもちろん、国際的なレベルまで診断能力や治療成績を上げるように名古屋大学呼
吸器内科と密接に連携して教育や研究にも努めている。
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呼吸器内科

人523,2:数者患新度頻別患疾

人523,2:数者患新度頻別患疾別月

肺炎 677人 29.1%

喘息 202人 8.7%

気管支及び肺の悪性新生物
173人 7.4%

呼吸不全 165人 7.1%急性気管支炎 144人
6.2%

間質性肺疾患 123人
5.3%

慢性閉塞性肺疾患
108人 4.6%

呼吸器結核 81人 3.5%

胸水 73人 3.1%

気道からの出血 70人
3.0% その他 509人 21.9%
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肺炎 喘息 気管支及び肺の悪性新生物 呼吸不全
急性気管支炎 間質性肺疾患 慢性閉塞性肺疾患 呼吸器結核
胸水 気道からの出血 その他



呼吸器内科

人403,1:数者患新 患疾５定指科　

1 肺炎 ６７７人
2 気管支喘息 ２１７人
3 肺癌 １７２人
4 間質性肺炎 １３０人
5 慢性閉塞性肺疾患 １０８人

　　計 １, ３０４人

肺炎 新患者数:677人

病原体不詳の肺炎
451人 66.6%誤嚥性肺炎 54人 8.0%

マイコプラズマ肺炎
49人 7.2%

肺炎球菌肺炎 43人 6.4%

クラミジア肺炎 25人
3.7%

ニューモシスチス肺炎
16人 2.4%

ブドウ球菌による肺炎
10人 1.5% その他 29人 4.3%



座長・司会

＜アレルギー内科＞

№ 演　　題　　名 座長名 学会・研究会名 発表年月日

雄秀田権長座1 院内感染対策講習会 2012/1/24

2 一般演題、特別講演座長 権 田 秀 雄 第11回三河呼吸器感染症フォーラム 2012/5/25

3 一般演題座長 権 田 秀 雄 03/6/2102会演講術学三東



論文・著書
＜アレルギー内科＞

№ 題　　　　名 発表者及び
共同研究者 雑　　　誌　　　名

号月6,年2102　napaJ TCI雄秀田権会談座1

2
2010年に全国72施設の臨床材料から分離さ
れた12,866株の各種抗菌薬に対する感受性
サーベイランス

権 田 秀 雄
THE JAPANESE JOURNAL OF 
ANTIBIOTICS Vol.65,No.3,181-206,2012,6
月


